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令和 ４年 ８月豪雨を振り返って

秋田県北秋田地域振興局建設部 保全・環境課

河川保全班 技師　高
た か

橋
は し

　　魁
か い

１ ．はじめに
　私は昨年度新規採用として秋田県庁に入庁し、北
秋田地域振興局建設部に配属され、現在は河川保全
班として主に河川の維持工事や、河川災害復旧工事、
山瀬ダムの管理業務等を担当しています。北秋田管
内について簡単に説明しますと、場所は秋田県北部
に位置し、北秋田市、大館市、上小阿仁村の 2 市 1
村から構成され、管理面積は東京都の全面積を超え
る広さとなっています。
　管内は一級河川米代川を本流とした多くの支川が
あり、その上流域には県管理の山瀬ダム、国管理の
森吉山ダムを含む 5 つのダムが整備されています。
ダムは四季によって姿を変える美しい絶景には毎度
驚かされます。観光面では令和 3 年に世界文化遺産
に登録された伊勢堂岱遺跡を有しており、縄文時代
の貴重な遺跡を見ることができます。また、世界文
化遺産登録にあわせて遺跡をモチーフとしたスイー
ツが販売されており、私のオススメはレストラン葡
萄の樹で販売しているパフェです。秋田県にお越し
の際はぜひ北秋田管内に足を運んでいただきたいと
思います。私は県南の出身でまだまだ浅い魅力しか
伝えられませんが、北秋田勤務中にここでは紹介で
きなかった魅力を発見していきたいです。
　公務員になり 1 年が経ちますが、まだまだ分から
ないことだらけで日々勉強の毎日です。入庁して日
が浅いですが、このような機会をいただけたのも何
かの縁だと思い、拙いながら書かせていただきます。

２ ．令和 4年 ８月豪雨
　令和 ４ 年 8 月豪雨災害は、下記の長期に渡る豪雨
で引き起こされました。
　 8 月 2 日～ 3 日豪雨は、鷹巣観測所で最大時間雨
量が67．0㎜（観測史上最大）、陣場観測所で最大2４時
間雨量が173．5㎜（観測史上最大）でした。 8 月 9 日
～10日豪雨は、大館観測所で最大時間雨量33．5㎜（観

測史上最大）、鷹巣観測所で最大2４時間雨量159．0㎜
でした。 8 月12日～13日豪雨は阿仁合観測所で最
大時間雨量４2．0㎜、陣場観測所で最大2４時間雨量
1４４．5㎜となりました。
　管内で氾濫した河川は、 8 月 3 日に下内川、糠沢
川（うち管内で21棟の床下浸水、51棟の床上浸水）
8 月10日に羽根山沢川、 8 月13日に引欠川、小阿仁
川、仏社川、五反沢川（うち管内で床上浸水27棟、
床下浸水96棟）となりました。
　全県の公共土木施設の総被害は389箇所、査定決
定額は11，737百万円であり、北秋田管内は件数で全
県の４8％、査定決定額で４6％となっています。

図− １　北秋田管内の河川一覧
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　このように甚大な被害をもたらした令和 ４ 年豪雨
災害。 8 月 3 日豪雨の朝、私は天気予報を見ながら
今日は雨が強いからダムで待機かなと思いながら出
勤しました。その日は山瀬ダムで洪水待機をし、午
後から雨があがったので事務所に戻ると、部内は騒
然としていて、ホワイトボードで埋め尽くされてい
た状況を覚えています。下内川が破堤し、ドローン
の映像を見ながら川の脅威を目の当たりにしまし
た。その日を境に住民からの被災箇所の復旧に関す
る要望が殺到し一日中電話対応とその現場に向かう
日々を繰り返していました。それから約１週間後、
天気予報をみるとまた日雨量100㎜クラスの雨が数
日降る予報になっていて唖然としました。 8 月 3 日
と、 8 月 9 日～10日、12日～13日の豪雨は降る地点
が違ったことから、北秋田管内全域に被害が拡大し
ました。雨がやみ、水位が下がったころから毎日現
場調査が始まりました。この頃は 1 週間前の天気が
嘘のようにカラッと晴れ、やっと夏がきたのかと内
心、心を躍らせていました。今思うとまだまだ学生
気分が抜けていなかったと思います。しかし、待っ
ていたのは炎天下での大量の現場調査でした。広い

範囲をくまなく調査するため、人手が足りず部内の
職員を総動員でたくさんの班を作り、さらには他管
内から応援職員にきてもらいなんとか被害の全容を
把握することができました。今思えば、当時やった
ことがある業務は草刈り、伐木業務のみで先輩たち
と現場調査をしながら構造物の話を聞くことが日々
の勉強になっていたと思います。帰ってからは現場
の写真整理を積極的に行いました。そんな中、災害
の目論見書を入力する作業をやらせてもらった際は
河川の名前を間違ったり、数値が違ったりなど散々
な結果になったのはいい思い出です。

３ ．グーグルマイマップの活用について
　私たちは今回の災害調査にあたり被災箇所をグー
グルマップにプロットすることにしました。グーグ
ルマップにはマイマップという機能があり、グーグ
ルマップに線やポイントを描写して地図を共有する
ことができます。写真− 2 は実際に私たちが作成し
たマイマップです。赤が被災箇所、黄色が進入路（仮
設道路）という使い分けをしています。河川災害の
場合、道路から見えにくい場所での被災も多くあり

表− １　令和４年豪雨災害概要（北秋田地域振興局　管内）

写真− １　一級河川　下内川　破堤箇所 写真− ２　グーグルマイマップの利用
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ますが一度マイマップにプロットするとナビを利用
すれば誰でも被災箇所にたどり着くことができま
す。こうして作成したマイマップはグーグルアカウ
ントを共有することで誰でも閲覧・編集が可能であ
り、職員同士だけでなく設計コンサルタントとも共
有が可能です。先にも述べたように今回の災害では
班員だけでは人手が足りず多くの応援職員に来てい
ただきました。当然ではありますが応援職員は通常
業務の間を縫って来ていただいており、人により応
援期間は異なり人の入れ替わりも激しかったです。
それもあって現地に行ったことがある職員がいなく
ても、マイマップを利用すればたどり着くことがで
き、スムーズに現場調査をすることができました。
　マイマップを活用したことにより被災箇所への移
動、被害報告、申請箇所図の作成等で大幅に時間短
縮出来たと感じました。他にも設計コンサルタント
や施工業者を案内する際、あらかじめマイマップを
共有しておくことで、グーグルマップ上で現地周辺
状況を確認してもらうこともできました。

4 ．災害査定について
　災害現場の箇所数が決まると、いよいよ災害査定
へ向けての準備が始まりました。印象的だったのが、
設計コンサルタントからあがってくるＡ 1 の図面で
す。初めてみる大きな図面には、みっちり数式と図
形で埋め尽くされていて当時は不安でいっぱいでし
た。よく分からない記号や数量計算、そして査定設
計書と常に頭に？マークが浮かんでいました。それ
でも分からないなりに先輩方の作った設計書を真似
し、分からないところは執拗に先輩方に質問し、災
害手帳とにらめっこしていた日々は今思うと貴重な
経験だったと感じています。習うより慣れよとはよ
くいうものです。苦戦する日々が続く中、あっとい
う間に 1 次査定となりました。あらかじめ査定練習
はしていたものの実際、本番は緊張しすぎて何を話
したかあまり覚えていません。それでも先輩方のフ
ォローもあって 2 箇所の申請を無事終えることがで
きました。先輩方の申請を見ていると、起終点の決
め方や工事用道路の説明で、図面だけではなく写真
も使ってより視覚的に表現する大切さを学びました。
　 1 次査定を終えてからは毎週のように査定に追わ
れる日々が続きました。特につらかったことが災害
査定を受けながら、翌週、翌々週の災害査定の準備
をしなければならなかったことです。常に追われる
日々を続けていると精神的にも疲労が蓄積し、だん

だんと伸びていく残業時間に心がすさんでいく感覚
がありました。それでも班の先輩方が自分よりも遙
かに多い業務量でも弱音１つ吐かず、優しく私をカ
バーしてくれたことでもう少し頑張ろうという気持
ちになりました。
　また、最初はなにも出来なかった私も査定を重ね
るごとにできることが増え、設計書を一人で作るこ
とができたときは成長を感じることができました。

５ ．悲劇の流行病について
　月日は流れ ４ 次査定くらいになると、体もだいぶ
査定モードとなり残業にも慣れていきました。また
季節は秋から冬へと変わっていく様子が感じられ、
気温も日に日に下がっていきました。そんな中、世
間を騒がせていたのが流行病である新型コロナウイ
ルス感染症です。これに罹ったら非常にまずいと思
いながら連日流れるニュースを見ていました。その
ような中、 5 次査定準備の最中に悲劇は起こりまし
た。その日は、午前 1 時過ぎに帰宅後、お風呂上が
りにこれまでに経験したことのない寒気に襲われま
した。内心まずいと思いながらその日は床に就きま
したが、朝を迎えると体を起こすことができません
でした。病院へ行くと案の定新型コロナウイルスの

写真− ３　主要地方道　比内大葛鹿角線
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陽性と診断されました。さらに 2 日後、隣の席の先
輩方もバタバタと新型コロナウイルスの陽性となっ
ていき、 5 次査定を迎えるのが難しい状況だったと
聞いています。この時、私は罪悪感と申し訳なさで
いっぱいでした。それでも周囲からの励ましの言葉
や、応援職員総動員で 5 次査定を無事終えることが
できたと聞き私の罪悪感は少し薄れました。
　落ち込んでいる暇もなく病み上がりから 6 次査
定、 7 次査定の準備に取りかかりました。 6 次査定
以降で変わったことがあります。それは、雪が本格
的に降り始め、現場にいってもどこが被災している
か分からない状態になったということです。そこで
工夫したことが写真です。何回も査定を受けている
と査定官、立会官にどこを詳しく聞かれるかおおよ
そ分かってくるもので、聞かれそうな箇所はＡ 3 の
写真としてたくさん持っていきました。また、口答
のみで説明するのではなく災害手帳を使って先輩方
が説明していたので、私も参考にして災害手帳にた
くさん付箋を貼っていました。後日談として、対策
していたところは全く聞かれずにノーマークだった
基本的なところを間違えて説明してしまったのはほ
ろ苦い経験です。なんだかんだありましたが、無事
7 次査定まで終えることができ、北秋田管内では計
185件の災害査定を終えることができました。

６ ．おわりに
　公務員初年度に経験した令和 ４ 年豪雨災害につい
て主に書かせていただきました。拙い文章で大変恐
縮ですが、この 1 年間で経験してきたことを振り返
るいい機会となり、｢月刊防災｣ への寄稿依頼をい
ただけたことに関して感謝の意を示したいと思いま
す。

　公務員になって 1 年が経ち、学生のころとは比べ
ものにならないほどインパクトのある経験をたくさ
んしたと思います。そのおかげで災害に対する意識
も大きく変わりました。学生の頃は、｢すごい雨が
降っているな｣ 程度の感覚でしたが、対応する側に
なると業務の多さ、復旧までの様々な工程、災害の
大変さを改めて感じました。時折流れる豪雨のニュ
ースを見ると、胸が締め付けられます。
　これからも様々な災害を経験するかもしれません
が、 1 年目に経験したことを生かして秋田県、地域
住民の方々にとって安心した暮らしを提供できるよ
うに頑張りたいです。また、災害業務は持久戦だと
感じました。頑張るところはとことん頑張り、休む
ところはとことん休むという先輩の言葉を忘れずに
メリハリのある仕事をしていきたいです。
　最後になりますが、各地で災害業務をされている
皆様に対しても無事に復旧作業が終えられることを
微力ながら祈念しております。最後までお付き合い
いただきありがとうございました。

写真− 4　レストラン葡萄の樹のパフェ
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和５年７月15日からの大雨関連

国土交通本省災害査定官を秋田県へ派遣し、
被災した河川・道路等の迅速な復旧を支援します

〜令和 5年 ７月15日からの大雨関連の災害緊急調査を実施〜

令和 5年 ８月 1日 水管理・国土保全局防災課

　令和 5 年 7 月15日からの大雨について、被害状況を迅速かつ的確に把握するとともに、被災した
公共土木施設に対する応急措置や復旧工法等の技術的な助言・指導を行うため、国土交通本省災害
査定官を秋田県に派遣して災害緊急調査を実施します。

　

※災害緊急調査とは、広域にわたる災害や人的被害
が発生している等の特別な災害において、本省か
ら派遣された災害査定官が、現地における災害時
の気象、水理及び被害状況を迅速かつ的確に把握
するとともに、被災した公共土木施設に対する応
急措置及び復旧方針樹立の指導を行うものです。

【災害緊急調査】
○派遣日程：令和 5 年 8 月 2 日（水）～ 3 日（木）
○派 遣 先：秋田県内の河川・道路等（調整中）
○派 遣 者：国土交通省水管理・国土保全局 防災課
　　　　　　災害査定官
　　　　　　　湯浅　泰三（ゆあさ　たいぞう）

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000268.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000268.html
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和５年梅雨前線豪雨関連

令和 ５年梅雨前線豪雨等により被災した、
道路・河川等の迅速な復旧を支援

〜書面による査定上限額や現地で決定できる災害復旧事業費の上限額の引上げを決定〜

令和 5年 ８月 ４日 水管理・国土保全局防災課

　先般、地方自治体に対して災害査定に要する期間等を大幅に縮減する「大規模災害時の災害査定の効
率化（簡素化）及び事前ルール」※が適用となる対象区域を通知し、 7 月27日に公表したところです。
　本日、対象区域における書面による査定の上限額、現地で決定できる災害復旧事業費の上限額の引き
上げ金額を決定し、地方自治体に通知しましたので、お知らせします。
　これにより、災害に見舞われた地方自治体の災害復旧事業の災害査定の事務手続きの迅速化が図られ
ます。
※平成29年 1 月13日から大規模災害発生時に被災自治体の災害査定に要する期間等を大幅に縮減するルールとして設けたもの。
　（別添参照）

○書面による査定の上限額の引上げにより査定に要
する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の上限額を通常の1，000万円未満

から以下の金額に引き上げる（港湾局、都市局所
管の施設を除く）。

　（水管理・国土保全局所管施設）
青森県（４，700万円以下）、岩手県（2，500万円以下）、
秋田県（3，000万円以下）、富山県（3，000万円以下）、
石川県（1，700万円以下）、福井県（3，000万円以下）、
長野県（3，500万円以下）、静岡県（４，000万円以下）、
愛知県（3，300万円以下）、奈良県（2，200万円以下）、

山口県（2，000万円以下）、和歌山県（1，500万円以下）、
愛媛県（1，300万円以下）、福岡県（3，100万円以下）、
佐賀県（1，100万円以下）、熊本県（1，250万円以下）、
大分県（2，500万円以下）、浜松市（7，000万円以下）、
福岡市（1，500万円以下）

○現地で決定できる災害復旧事業費の上限額の引上
げにより早期の災害復旧を実施
・現地で決定できる災害復旧事業費の上限額を通常

４ 億円未満から以下の金額に引き上げる（港湾局、
都市局所管の施設を除く）。

　（水管理・国土保全局所管施設）　　 6 億円未満

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000269.html
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和５年梅雨前線豪雨関連

令和 ５年梅雨前線豪雨等により被災した
河川・道路等の迅速な復旧を支援

〜設計図書の簡素化や書面査定の上限額引き上げにより、災害査定を効率化します〜

令和 5年 ８月 ７日 水管理・国土保全局防災課

　令和 5 年梅雨前線豪雨等により多くの公共土木施設が被災しています。このため、災害復旧事業
の災害査定について、被害件数が多い地方公共団体において、設計図書の簡素化や被災現場に赴か
ずに書面により査定を行う対象の拡大により、災害査定の事務手続きの効率化・迅速化を図ります。

　

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000270.html

＜対象区域＞
鹿児島県

（対象区域は、 7 月27日現在の被害報告によるも
のであり、上記以外の区域においては必要に応じ
個別に対応する。）

＜災害査定の効率化＞
○設計図書の簡素化により早期の災害査定を実施
・既存地図や航空写真、代表断面図を活用するこ

とで、測量・作図作業等を縮減する。
・土砂崩落等により被災箇所へ近寄れない現場に

対し、航空写真等を用いることで、調査に要す
る時間を縮減する。

　　（水管理・国土保全局所管施設）
　　　鹿児島県

○書面による査定の上限額引き上げにより査定に要
する時間や人員を大幅に縮減
・書面による査定の上限額を通常の1，000万円未

満から以下のとおり引き上げる。
　　（水管理・国土保全局所管施設）
　　　鹿児島県：2，000万円以下

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000270.html
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https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/kisya/kisyah/images/96511_1.pdf
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の復旧に向け、応急組立橋を
活用します

令和 5年 ８月 ８日 国土交通省東北地方整備局
秋田県五城目町

１ ．概　　要
○　令和 5 年 7 月15日からの前線に伴う二級河川馬

ば

場
ば

目
め

川
がわ

の増水により、秋田県五
ご

城
じょう

目
め

町
まち

が管理す
る「廣

こう

徳
とく

寺
じ

橋
ばし

」（町道町
まち

村
むら

門
もん

前
ぜん

幹
かん

線
せん

）が被災し、
現在も通行止めとなっているところです。

○　国土交通省東北地方整備局は、五
ご

城
じょう

目
め

町
まち

から
の要請を受け、廣

こう

徳
とく

寺
じ

橋
ばし

の早期復旧のため応急組
立橋※を貸与することを決定しました。

　※東北地方整備局所有（秋田河川国道事務所にお

いて保管）
　【応急組立橋の規格等】
　 橋梁形式：下路式ワーレントラス橋
　 橋　　長：Ｌ＝40ｍ
　 幅　　員：車道 ４．0ｍ
○　五

ご

城
じょう

目
め

町
まち

としては、今回の決定を受けて廣
こう

徳
とく

寺
じ

橋
ばし

の応急復旧（応急組立橋の設置及びその準備）
について速やかに実施してまいります。

馬場目川
馬場目川

橋梁の損傷

https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/kisya/kisyah/images/96511_1.pdf
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いのちとくらしをまもる 防災減災 令和５年梅雨前線豪雨関連

災害復旧技術専門家派遣制度を活用し、
佐賀県における被災した公共土木施設の迅速な復旧を支援します

〜令和 5年梅雨前線豪雨等による被害の早期災害復旧を支援〜

令和 5年 ８月22日 水管理・国土保全局防災課

　令和5年梅雨前線豪雨等による被害について、佐賀県及び唐津市からの要請を受け、早期に災害
復旧事業を申請できるよう、「公益社団法人 全国防災協会」が「災害復旧技術専門家」を現地に派
遣します。

　

※「災害復旧技術専門家派遣制度」とは、地方公共
団体からの派遣要請を受け、国土交通省から「公
益社団法人 全国防災協会」に「災害復旧技術専
門家」派遣を依頼するものです。「災害復旧技術
専門家」は、現地で地方公共団体に対し、迅速な
災害復旧の申請に向け、被災調査や復旧工法に関
する技術的支援や助言を行います。

【災害復旧技術専門家派遣】
○派 遣 日：令和 5 年 8 月23日（水）
○派 遣 先：佐賀県唐津市の河川・道路（予定）
○派 遣 者：公益社団法人 全国防災協会
　　　　　　災害復旧技術専門家　 3 名

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000271.html

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo06_hh_000271.html
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「令和五年五月二十八日から七月二十日までの間の豪雨
及び暴風雨による災害についての激甚災害並びにこれ
に対し適用すべき措置の指定に関する政令」について

令和 5年 ８月25日 内閣府政策統括官（防災担当）

https://www.bousai.go.jp/pdf/230825_seirei.pdf

　「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に
関する法律」に基づき、別紙のとおり、当該災害を
激甚災害として指定し、併せて当該災害に対する適

用措置を指定する政令を、本日（ 8 月25日（金））閣
議において決定しましたので、お知らせいたします。

１ ．激甚災害の指定
　令和五年五月二十八日から七月二十日までの間の
豪雨及び暴風雨による災害

（※令和 5 年梅雨前線豪雨等（台風第 2 号の暴風雨
を含む））

２ ．適用措置の指定
【本激】
①　公共土木施設災害復旧事業等に関する特別の財

政援助（法第 3 条、第 ４ 条）

　公共土木施設の災害復旧事業等について、公共
土木施設災害復旧事業費国庫負担法等の根拠法令
等に基づく通常の国庫補助率を嵩上げ。

（過去 5 カ年の実績の平均では公共土木施設等は
70％→83％に嵩上げ）

３ ．スケジュール
　 8 月25日（金）　閣議決定
　 8 月30日（水）　公布・施行

激甚災害指定により適用される措置の概要
（令和五年五月二十八日から七月二十日までの間の豪雨及び暴風雨による災害）

（第 ３・ 4条）公共土木施設災害復旧事業等

＜通常の災害時の措置＞　（公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法等）
○公共土木施設（河川・海岸・砂防設備・道路・港湾・漁港・下水道・公園等）、公立学校、公営住宅、生活保護・児童福祉・
老人福祉・障害者福祉等の施設の災害復旧事業、都道府県等が行う感染症予防事業、流入した土砂等や浸水の排除事業
等が対象
○公共土木施設災害復旧事業では、復旧費用の自治体の標準税収入に対する割合に応じ、段階的に国庫負担率を嵩上げ
○補助率　　70％（地方負担分への交付税措置を加えると９８．５％）
　　　　　　　　（過去 ５カ年の実績の平均）

＜激甚災害指定時の措置＞
○補助率等を嵩上げ　　70％ ⇒ ８３％（地方負担分への交付税措置を加えると９９．２％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（過去 ５カ年の実績の平均）
　 ※プール計算方式　（個別事業ごとに補助率を嵩上げするのではなく、各事業の地方負担額を合計し、地方公共団体の
　　　　　　　　　　　標準税収入に応じて一部を国が負担）

※激甚災害の措置は、いずれも一定以上の被害が生じた場合に適用され、その程度、範囲等は政令で定める基準に基づく。

https://www.bousai.go.jp/pdf/230825_seirei.pdf
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災害復旧技術専門家を福岡県広川町、
福岡県うきは市、富山県南砺市に派遣

公益社団法人 全国防災協会

　（公社）全国防災協会では、都道府県や市町村が管
理する災害により被災した公共土木施設の早期復旧
支援に向け、平成15年11月に「災害復旧技術専門家
派遣制度」を創設しました。災害復旧技術専門家は、
国や都道府県の災害復旧業務に長年携わり、制度を
熟知し災害復旧事業に関する高度な技術的知見を有
する経験豊富な技術者（本省防災課の災害査定官経
験者や国や都道府県の防災担当の本庁課長級及び事
務所長経験者で構成）で、北海道から沖縄までの全
国に、402名（令和 5 年 6 月）が登録されています。
　平成26年 5 月には、国土交通省水管理・国土保全
局防災課より「災害復旧・改良復旧事業の技術的助

言などの支援（試行）について」の通達が出され、
TEC-FORCE が出動した大規模災害で、被災自治
体から本省防災課に要請があり、防災課が必要と判
断する場合、全国防災協会が無償で技術専門
家を派遣するなど、制度を充実してきています。
これまでも多くの地方公共団体等の要請に応じ、多
くの災害復旧技術専門家を派遣し、迅速かつ的確な
災害復旧事業の促進に寄与しています。
　今回、通達に基づき福岡県広川町、福岡県うきは
市、富山県南砺市に災害復旧技術専門家を派遣し、
復旧工法などについて技術的助言を行いました。

◯福岡県広
ひろ

川
かわ

町
まち

への派遣
派遣概要
１．令和 ５年 7月豪雨による福岡県の状況
【気象の状況】
　 7 月 7 日から10日にかけて、華中から津嶋海峡付
近に停滞する梅雨前線に向かって太平洋高気圧の縁
を回る暖かく湿った空気の流れ込が続いた。
　この影響で、九州北部地方では前線の活動が活発と
なり、広い範囲で大雨となった。特に10日未明から昼
前にかけて線状降水帯が発生し、福岡県や大分県に
大雨特別警報を発表するなど記録的な大雨となった。

【大雨の状況】
　 7 日朝から昼過ぎにかけて、九州北部地方の広い
範囲で激しい雨が降り、その後は小康状態となった。
　 8 日昼過ぎから再び雨が強まり、 9 日昼過ぎにか
けて断続的に非常に激しい雨が降った。 9 日夜遅く
から10日昼過ぎにかけては、福岡県、佐賀県、大分

県で線状降水帯が発生し、猛烈な雨や非常に激しい
雨が降った。
　 7 月 7 日から10日にかけての期間降水量は、英彦
山（福岡県）603．5ミリ、耳納山（福岡県）567．0ミリ、
朝倉（福岡県）４65．0ミリなど、7 月の月降水量（平
年）を上回った。また、英彦山、耳納山など、複数
の観測地点で1時間降水量や日降水量の観測史上 1
位の値を更新するなど、記録的な大雨となった。

２ ．派遣された災害復旧技術専門家（敬称略）
派遣日：令和 5 年 7 月18日（火）
派遣者：後藤　信孝（九州建設コンサルタント㈱
　　　　　　　　　　福岡支店）
　　　　杉山　光徳（㈱エイト日本技術開発
　　　　　　　　　　九州支社）
　　　　堤　　晴夫（太陽工業㈱）
　　　　横枕　　篤（㈱エム・ケー・コンサルタント）
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３ ．活動報告（支援・助言内容）
①　町道松川原線松川原（まつがわはら）橋
構造：上部工・ ２径間、RC床板　下部工・重力
式橋台、壁式橋脚　直接基礎
被災状況：左岸橋台被災、左岸側桁落橋、右岸橋
台裏及び取り付け護岸被災等
助言：
・左岸橋台と左岸側上部工は死に体と判断できる。
・右岸橋台、橋脚、右岸側上部工に被災がないか減

水後確認する。
・水道施設は、生きており移設再設置費用は申請で

きる。

左岸橋台部

②　町道高山谷線　高山（こうやま）橋
構造：上部工： ２径間単純 RCT 桁橋　下部工：
Ａ1、Ａ2小橋台Ｐ1壁式橋脚　直接基礎
被災状況：左岸橋台被災、橋脚（流出）の被災、
右岸橋台裏被災等
助言：
・左岸橋台被災（死に体）と橋脚の流出を確認、上

部工は橋脚が流出しており死に体と判断できる。
・右岸橋台に異常がないか減水後確認する。
・流失した橋脚が増水により確認できないので減水

後確認する。
・水道管施設は生きており、移設再設置費用は申請

できる。

右岸から

右岸橋台部

左岸橋台部



（14） 第 891 号 防 災 令 和  5  年  9  月  1  日

③　町道内屋敷線内屋敷（うちやしき）橋
構造：上部工：２径間 PCプレテン床板、RC床板　
下部工：重力式橋台、壁式橋脚　基礎形式不明
被災状況：橋脚の流出（下流で確認）
助言：
・橋脚が流出しており上部工は死に体と判断できる。

但し下流側継ぎ足しの PC ホロースラブ桁につい
ては橋脚を使用しておらず被災は見られない。
・右岸側橋台は岩着と見れるが被災状況を確認する

こと。
・対岸に家屋があり、下流側継ぎ足しの PC ホロー

スラブ桁部は人の通行は可能であるが仮道が必要
か地元との協議も含めて確認する。

④　町道　馬平線　法面崩壊
被災状況：のり面崩壊（ドローンによる写真）に
より同一路線 ３箇所程度被災。
助言：
・原形復旧困難（代替えルート）も含めて復旧工法

を検討する。

橋脚の流出

下流
継ぎ足し部 橋脚の痕跡

⑤　打合せ

・氷室町長を交えた事後報告

・氷室町長を交えた事前打ち合わせ

町長
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◯福岡県うきは市への派遣
派遣概要
１．令和 ５年 7月豪雨の状況
　広川町に同様

２ ．派遣された災害復旧技術専門家（敬称略）
派遣日：令和 ４ 年 8 月10日（水）
派遣者：後藤　信孝（九州建設コンサルタント㈱
　　　　　　　　　　福岡支店）
　　　　島本　卓三（八千代エンジニヤリング㈱
　　　　　　　　　　九州支店）
　　　　堤　　晴夫（太陽工業㈱）
　　　　横枕　　篤（㈱エム・ケー・コンサルタント）

３ ．活動報告（支援・助言内容）
①　市道大野原・小松堀線
被災状況：道路擁壁崩壊
助言：
・用地境界が、終点側で一部巨石積み擁壁ののり面

にあり、用地境界内の復旧が可能か検討する。

②　市道尼ケ瀬宮線
被災状況：道路のり面崩壊
助言：
・大型土嚢は、施工上必要ならば本工事として計上

することが可能。（応急本工事）
・崩土除去は、応急本工事であり計上できる。
・のり面の復旧工法については、「のり面保護工選

定フロー」に沿って検討する。
・上部の私道は負担法では復旧できない。

被災直後

用地境界がのり面

被災直後

市道への崩土

私道
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④　筑後川水系普通河川多々羅川
被災状況：河川護岸崩壊
助言：
・被災箇所は、左岸側が低く河川災害の採択範囲は

原則河岸高の 5 割程度以上の水位が必要であり確
認が必要。

被災箇所

被災箇所

③　筑後川水系普通河川持木川
被災状況：河川護岸崩壊
助言：
・被災原因は河床洗堀であり、復旧工法では根入れ

を十分確保する等で被災原因の除去を行うこと。
・被災箇所上流部に、河床洗堀して基礎工が露出し

ている個所があり対応を検討すること。

⑤　打合せ

・うきは市との事前打ち合わせ

・高木うきは市長を交えた事後報告

高木うきは市長
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概要説明会、現地調査後検討会

◇ 現地活動状況写真（富山県南砺市：令和 ５年 7月３１日）◇

◯富山県南砺市への派遣
派遣概要
１．災害の状況
災害の原因：令和 5 年 7 月12～13日　梅雨前線豪雨
工種：急傾斜地崩壊防止施設
河川・路線名等：急傾斜地崩壊危険区域　砂

すな

子
ご

谷
だに

　令和 5 年 7 月12日夜、富山県で初めて線状降水帯
が発生し、近傍の南砺高宮では時間雨量約90ミリを
含む、記録的な大雨となった。この大雨により、急
傾斜地崩壊危険区域の南砺市砂子谷では斜面が崩壊
し、市管理の待受擁壁と落石防護柵を倒壊させ、背
後の人家 2 棟を全壊させた。また、避難を呼びかけ
ていた南砺市議が土砂に巻き込まれお亡くなりにな
られた。災害直後調査に入った斜面防災対策技術協
会の報告書では、泥岩が強風化した地盤であり、大
雨が亀裂面に浸透し、亀裂や風化境界に作用する間
隙水圧の上昇によって斜面を不安定化させたと記載
されている。

２ ．派遣された災害復旧技術専門家（敬称略）
派遣日：令和 5 年 7 月31日（月）
派遣者：中谷　正勝（（一社）北陸地域づくり協会
　　　　　　　　　　富山支所）
　　　　中村　信悟（水機工業㈱）

３ ．活動報告（支援・助言内容）
助言：
・被災後調査、今回の現地調査とも湧水が無いので、

地すべり災害では無いと思われるが、斜面の崩壊
形状が地すべり的であるので、災害申請資料は地

すべりの申請を手本にまとめるのが良い（平面図
は、確定を実線、推定を破線で表現し、頭部・側
部・末端部の根拠写真を添付。横断は Br コア写
真や頭部・末端の写真）。
・被災は待受擁壁だが、復旧は待受擁壁にこだわら

なくて良い。被災状況から見て、法面での対策が
主になるのでは無いか。安定勾配で切土＋法面工、
可能な勾配での切土＋ロックボルト＋法面工、現
状斜面でのアンカーやロックボルト＋法面工な
ど、可能な対策案を経済性等で比較検討。崩落後
の上部斜面や隣接斜面を含めた安定性を良く判断
して対策工を選定する必要がある。
・法面での対策に加えて、従前の待受擁壁や落石防

護柵を申請する場合は、二重対策では無いという
理由と根拠を説明する必要がある。
・災害に関連した他の事業によって、災害箇所隣接

斜面の対策を行うのであれば、それによって災害
採択後に復旧工法が変更とならないように申請工
法を決定する必要がある。
・道路が狭隘で崩壊土砂の運搬も厳しいとのことで

あるが、崩壊土砂の土質が良ければ一端崩土を除
去した後、排水層を設けながら斜面下部へ盛土を
することで、残土の減量化、法面対策面積縮小と
いったコスト縮減につながる可能性はある。
・用地買収の有償・無償に係わらず、地権者の承諾

を取っておくこと。
・崩壊した立木は応急本工事で計上することとな

る。写真をしっかり撮った後、撤去することが望
ましい。廃棄した数量も残しておくこと。
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現地調査

マスコミ取材
（NHK、チューリップテレビ、北日本新聞、北陸中日新聞）

4．災害復旧技術専門家派遣フロー

26

TEC-FORCE

26

防災協会より無償で専門家を派遣する制度。
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公益社団法人 日本河川協会 参与　松田　芳夫

河川入門講座 ⒂

堤防（その１）
―歴史的回顧―

　河川管理施設には、堰、ダム、樋管など種々の構
造物がありますが、それらの中で最も重要かつポピ
ュラーなのが堤防です。
　河川下流域の低平地では、河川に堤防はつきもの
で、日常語では土手（どて）とか堤（つつみ）とも
言われて親しまれている存在です。
　堤防は、大雨による洪水時に川の水が増えてき
て、川から農地や集落の方へ洪水があふれ出すのを
防ぐ、土で出来た防壁として機能します。
　とくに川の水を必要とする稲作農業では、水田は
河川の近くの低地に在ることが多く、又、開発が進
んで水田が河川の領域に進出していくと、それだけ
洪水時の氾濫で水害を被りやすくなります。
　水田の拡大と洪水時の被害とは裏表の関係にあり
ます。
　人口が増え、水田面積が増え、水害が増してくる
と、堤防をより高くより長く大規模に築く必要に迫
られ、それはその地域の領主や支配者の大事な仕事
になっていきます。

　文献上はっきりしている最も古い河川堤防の話題
は、日本書紀に、仁徳天皇が淀川下流域の左岸（東
側）に茨田堤（まんだのつつみ）を築いたと記され
ていることです。
　これは西暦 5 世紀の前半頃と推定されているの

で、もう1600年も昔のことですが、その遺跡は今も
大阪府の門真市（かどまし）に残っています。

　中世以降、武士の時代になると自分の領地の経済
力の発展のため、領主は新田の開発と水害防止の治
水に力を入れました。
　治水というと、複雑な流路を整理統合する、蛇行
している河川を直線化する、川幅を広げるなど色々
のことが考えられますが、そのいずれにおいても具
体の工事は築堤が主役です。

　こうした治水の努力は、戦国時代、江戸時代を通
じ現代に到るまで、日本歴史において一大潮流とな
っています。
　もっとも現代では、水害から守られる対象は農地
に加え、都市、工場、交通施設など多岐にわたりま
すが、国土を水害から守るという観点から、治水の
重要性は昔も今も本質的に変わりはありません。
　又、河川の堤防の存在意義と重要性も変わりませ
ん。
　今、我々が目にする利根川、木曽川、淀川などの
大河川の堤防は、ときに高さ10ｍ以上、敷地の幅は
数十ｍに及ぶ小山のようなもので、技術的観点から
種々の問題もはらんでいますが、このことは次回以
降にお話しします。
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協会だより

災害復旧技術専門家の登録証の伝達式のご紹介

　災害復旧技術専門家は国や都道府県を退職された
方々で、国土交通本省防災課の災害査定官や国、都
道府県等の防災担当の本庁課長級もしくは土木事務
所長等の経歴を有し、災害復旧業務に長年携わり制
度を熟知し災害復旧事業に関する高度な技術的知見
を有する経験豊富な技術者です。災害復旧技術専門

家に登録するには、ご本人からの申請と在職してい
た国や都道府県の災害担当部局からの推薦に基づき
審査し認定登録しています。登録証等は推薦機関よ
りご本人に伝達していただいており、今回、各機関
での伝達の様子をご紹介いたします。

鹿 児 島 県

◯令和 ５年 ５月１１日
　土木部長安原達様から松元勇氏、川原智明氏、前
迫祐一氏、福重博之氏（前列左から）に登録証を伝
達していただきました。

立会者：後列左から、福永河川課長、松藤土木部次
長、安原土木部長、木佐貫土木部技術次長、星野砂
防課長、塩屋道路維持課長。
　また、災害復旧技術専門家鹿児島県幹事の岡積登
氏にも立ち会っていただきました。
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中国地方整備局

川本氏

　

横林氏

意見交換

◯令和 ５年 ８月 １日
　統括防災官西博之様から川本洋次郎氏、横林直樹
氏に登録証を伝達していただきました。
立会者：後列左から、景山総括防災調整官、西統括

防災官、福永災害対策マネジメント室長。
　また、災害復旧技術専門家の中国ブロック事務局　
髙倉寅喜氏にも立ち会っていただきました。
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箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

北 海 道 6 148,000 1 150,000 2 760,000 9 1,058,000 

青 森 32 1,861,000 1 740,000 33 2,601,000 

岩 手 68 1,417,600 68 1,417,600 

宮 城 104 316,050 104 316,050 

(2) (510,000) (2) (510,000)

秋 田 3 685,000 396 18,156,200 399 18,841,200 

山 形 4 90,000 1 25,000 1 400,000 6 515,000 

福 島 5 98,000 5 98,000 

茨 城 2 23,000 2 23,000 

栃 木 6 59,000 6 59,000 

埼 玉 1 60,000 1 60,000 

千 葉 6 86,000 6 86,000 

新 潟 1 700,000 9 300,000 3 270,000 1 90,000 14 1,360,000 

富 山 238 9,001,600 238 9,001,600 

<7> <320,000> <7> <320,000>

(1) (82,000) (2) (200,000) (4) (958,600) (7) (1,240,600)

石 川 1 30,000 5 150,000 177 5,494,200 293 6,549,050 3 37,000 479 12,260,250 

福 井 4 3,500,000 123 3,360,700 1 15,000 128 6,875,700 

山 梨 2 101,000 7 232,781 9 333,781 

長 野 40 705,850 3 830,000 260 10,039,000 303 11,574,850 

(1) (10,000) (1) (10,000)

岐 阜 62 1,902,500 93 1,915,200 155 3,817,700 

<2> <110,000> <2> <110,000>

(2) (335,000) (2) (335,000)

静 岡 3 29,000 178 10,233,500 181 10,262,500 

<1> <30,000> <1> <30,000>

(34) (1,215,510) (34) (1,215,510)

愛 知 3 190,000 235 7,287,410 238 7,477,410 

三 重 1 10,000 70 1,252,697 71 1,262,697 

滋 賀 4 11,500 1 32,000 5 43,500 

(1) (4,000) (1) (4,000)

京 都 4 39,000 20 886,250 24 925,250 

(1) (1,100,000) (1) (1,100,000)

大 阪 1 1,100,000 43 1,315,000 44 2,415,000 

兵 庫 9 102,000 1 700,000 21 230,500 31 1,032,500 

奈 良 1 120,000 99 2,197,016 100 2,317,016 

<2> <60,000> <2> <60,000>

(3) (112,000) (3) (112,000)

和 歌 山 15 168,000 2 1,240,000 920 15,637,190 937 17,045,190 

鳥 取 27 240,900 27 240,900 

島 根 2 130,000 174 2,879,350 2 85,000 178 3,094,350 

岡 山 46 911,562 46 911,562 

広 島 195 2,799,400 195 2,799,400 

(9) (644,000) (9) (644,000)

山 口 15 252,000 1,123 18,235,000 1,138 18,487,000 

徳 島 5 694,000 47 602,370 52 1,296,370 

香 川 4 45,000 4 45,000 

<1> <60,000> <1> <60,000>

愛 媛 1 60,000 20 238,000 201 2,046,800 222 2,344,800 

(1) (30,000) (1) (30,000)

高 知 21 858,000 163 3,574,500 184 4,432,500 

(1) (3,000) (1) (3,000)

福 岡 675 23,132,790 2 1,250,000 677 24,382,790 

(2) (10,000) (2) (10,000)

佐 賀 790 12,852,000 790 12,852,000 

(1) (72,000) (1) (72,000)

長 崎 5 37,000 3 422,000 23 214,700 31 673,700 

<1> <5,000> <1> <5,000>

(3) (629,440) (3) (629,440)

熊 本 19 196,100 3 1,170,000 830 18,468,473 852 19,834,573 

(1) (142,000) (1) (142,000)

大 分 6 210,000 582 15,175,210 588 15,385,210 

宮 崎 57 1,228,500 57 1,228,500 

鹿 児 島 3 51,000 2 380,200 210 4,642,830 2 680,000 217 5,754,030 

沖 縄 1 85,000 1 85,000 

静 岡 8 732,000 8 732,000 

浜 松 4 200,000 1 250,000 58 3,997,000 63 4,447,000 

(1) (27,020) (1) (27,020)

名 古 屋 1 27,020 1 27,020 

京 都 1 8,000 1 8,000 

広 島 1 102,000 1 102,000 

(1) (20,000) (1) (20,000)

北 九 州 2 80,000 1 50,000 3 130,000 

福 岡 10 173,000 10 173,000 

(1) (50,000) (1) (50,000)

熊 本 3 70,000 3 70,000 

<1> <60,000> <7> <320,000> <6> <205,000> <14> <585,000>

(5) (115,000) (2) (1,172,000) (2) (200,000) (63) (4,667,570) (72) (6,154,570)

3 790,000 2,438 59,571,952 27 9,192,200 7 3,770,000 177 5,494,200 6,281 151,731,147 12 2,067,000 8,945 232,616,499 

直 轄 計 1 56,000 1 1,250,000 19 3,373,929 21 4,679,929 

合 計 3 790,000 2,439 59,627,952 27 9,192,200 8 5,020,000 177 5,494,200 6,300 155,105,076 12 2,067,000 8,966 237,296,428 

合 計

補 助 計

冬 期 風 浪 及 び 風 浪 豪 雨 地 す べ り 融 雪 地 震 梅 雨 前 線 豪 雨 台 風 そ の 他

令和 ５年　発生主要異常気象別被害報告 令和 5 年 7 月31日現在（単位：千円）

※被害報告は、月 2 回（15日、月末）国土交通省 HP で公表。最新は下記をクリック
　http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html

http://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/bousai/saigai/kiroku/houkoku.html
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